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現下の厳しい経済状況に伴い、受注件数の減少傾向にあるシルバー人材センター。地域奉

仕活動やいくつもの研修会などを実施。地域の人々へのサービスと捉え、日々の就業に取

り組んでいます。(関連記事/2・ 5・ 6画 )

平成23年度～平成25年度 安 全 就 業 ス 回 ― ガ ン
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公益社団法人 本 庄市 シルパー
人材 センター

(定款 )

第 3条 (目的)

センターは、社会参加意欲のある健康な高齢者に対して、地

域社会と連携しながら、その希望に応じた就業並びに社会奉仕
等の活動機会を確保するとともに、生きがいの充実及び福祉の

増進を図り、高齢者の知識、経験及び能力等を生かした活力あ
る地域社会づくりに寄与することを目的とする。 就

業
機
会
の
開
拓
と
拡
大
な
ど
の
取
り
組
み
が
今
後
の
課
題

本
庄
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
が
６
月
２‐
日
、

市
民
文
化
会
館
に
お
い
て
、

大
勢
の
会

員
が
参
加
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
４
月
に
公
益
社
団
法
人
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
て
１
年
を
経
過
し
て
か
ら
の
定
時
総

会
。

平
成
２４
年
度
事
業
報
告
、

平
成
２５
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の
件
な
ど
４
件
の
報
告
事
項
、

議
案
と
し
て
平
成
２４
年
度
収
支
決
算
の
件
、

理
事

・
監
事
選
任
の
件
な
ど
４
件
が
提
案
さ
れ
、

慎
重
審

議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
満
場

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

地
道
な
活
動
に
対
し
感
謝
の
視
辞

総
会
で
は
、

吉
田
信
解
理
事
長
の
あ

い
さ
つ
、

来
賓
と
し
て
出
席
く
だ
さ
い

ま
し
た
早
野
清
市
議
会
議
長
、

内
田
睦

夫
本
庄
商
工
会
議
所
専
務
理
事
、

江
原

貞
治
児
玉
商
工
会
会
長
か
ら
、

日
ご
ろ

の
地
道
な
活
動
に
対
し
、

感
謝
と
激
励

の
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

役

員
表

彰
２
電

、
合
蚕
員
表

彰

１４
名

一
方
、

役
員
と
し
て
２
期
以
上
在
任

し
、

今
期
で
退
任
す
る
２
名
、

正
会
員

と
し
て
１０
年
以
上
に
わ
た
り
、

他
の
模

範
と
な
り
そ
の
功
績
が
顕
著
な
方
１８
名

が
、

吉
田
理
事
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、

表
彰
さ
れ
た
方
が
た
は
次
の

と
お
り
で
す
。

（敬
称
略

・
順
不
同
）

役
員
表
彰

▽
松
原
史
子

（理
事
３
期
）

▽
今
井
善

一

（監
事
３
期
）

会
員
表
彰

▽
秋
田
幸
宏

▽
根
岸
タ
ケ
子

▽
中
島

睦
男

▽
戸
塚
実

▽
岡
芹
忠
男

▽
中

屋

一
男

▽
大
塚
義
和

▽
平
野
俊
久

▽
本
田
茂
昭

▽
小
宮
玲
子

▽
大
谷
守

▽
加
菅
義
治

▽
荻
野
勝
信

▽
吉
田
正

人

▽
飯
島
武
雄

▽
久
米
原
俊
子

▽

倉
林
重
雅

▽
鈴
木

一
郎

十
蔓
注
額
減
少
、

今
年
度
も
厳
し
い
状
況

平
成
２４
年
度
事
業
報
告
で
は
、

団
塊

の
世
代
が
シ
ル
バ
ー
世
代
に
達
し
、

高

齢
化
が
さ
ら
に
進
む
状
況
の
中
、　

一
方

経
済
と
雇
用
環
境
の
変
化
に
伴
い
、

民

間

・
公
共
の
受
注
額
が
減
少
し
て
、

平

成
２４
年
度
の
契
約
金
額
は
前
年
度
を
下

回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
国
の
二
度
に
わ

た
る
事
業
仕
分
け
に
よ
る
補
助
金
カ

ッ

ト
の
影
響
下
、

依
然
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、

就
業
機
会
の
開
拓
と
拡
大
を
は
じ

め
と
す
る
円
滑
な
事
業
運
営
の
た
め
の

取
り
組
み
が
今
後
の
課
題
と
な

っ
て
い

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

一
新

役

員
体

制

ス
タ

ー
ト

役
員
人
事
で
は
、

次

の
方
が
た
が
理

事

・
監
事
に
選
任

（再
任
）
さ
れ
ま
し

た
。

総
会
終
了
後
、

理
事
会
が
開
催
さ

れ
、

理
事
長

・
副
理
事
長

・
専
務
理
事

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

（順
不
同
）

●
理
事
　
▽
吉
田
信
解

（理
事
長
）
▽

山
口
真
砂

（副
理
事
長
）
▽
吉
田
稔

（専

務

理
事
）

▽
青
木
治

江

▽
荒
井

一

夫

▽
荒
井
国
重

▽
飯
島
由
和

▽
内

野
勲

▽
小
宮
玲
子

▽
哲
藤
勝
敏

▽

櫻
井
嘉
美
▽
進
藤
弘

▽
長
谷
川
千
鶴

子

▽
間
正
明
彦

●
監
事
　
▽
塚
本
雅
俊

▽
岡
芹
博

市民文化会館で開催された定時総会
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|〓l長召 !平翠子目電誤貨∵謹晃長尊
日
為衷訪w仔

囲 本庄市中央公民館

田
発  表   ☆ 午前10時 30分 ～ (20分 程度予定)

本庄第一高等学校チアリーディング部

☆午後 1時30分 ～ (30分 程度予定)

本庄市立西中学校欧奏楽部

無料配布

◇花苗 01回 目 午 前10時 より整理券配布 先着100名 様

午前11時 より引換

①2回 日 午 後 1時 より整理券配布 先着100名 様

午後 2ロミ

◇水風船 ・わたあめ ・ポップi

告コTナ …

☆ 仕 事 の 発 注 受 付  ご 発注頂いた方、その場で記念品プレゼント 1

☆ 作  品  等  展  示   私 達の仕事 ・趣味 ・特技作品

☆ 仕  事  の  実  演   襖 ・障子 ・網戸 ・椅子の張替 ・大工

☆ 味8営おでん。フランクフルト・おにぎり販売

皆様お謡い合わせのうえ、お子艤がらお年寄りまで

六碧の方のご来場をお待ぢしております。

催

援

主

後
公益社団法人本庄市シルパー人材センター

本庄市
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ン 盟ン 妻

石、すま 障 子 網 戸はり

植木の手入れ
ベンキ塗り

大工仕事

など

ゆ
―
‐

鰻 屋内外の
一般作業
除草 草 刈り

屋内外の清掃

包装など

@管 理分野
ビサレ マ ンション管理、

駐車場管理など

サービス分野
買い物 留 守番
植木の水やり
掃除 洗 濯など
家事全般

餓事務分野
一般事務  |

雷尋昌魯など|

0新 衝・外交分野
広報等の配布

検針 集 金など

電話 ・窓回等で

仕事の内容や金額

等をお問い合わせ

ください。

仕事の内容に

適した

会員に連絡。

日程 ・作業要領

等を了解の

もとで、作業に

入ります。

作業終了後に

請求書を作成し、

送付します。

センターにお仕事を発注されるにあたつて

百雷型世据認■:套畳古i盆層盆評遷臨h衰春逼品紹留蟹辱呂昌昼騒嚢霧雇嘉祟
。

することになつてしヽますので、交代で働きます。
●発注者からの仕事の説明は受けますが、指揮命令|よ受けること
ができません。

●契約事項になしヽ仕事は原則としていたしません。あらためて契
約を結んでいただくことになります。

| ほ 題ヨロ酒襲討・高齢者の安全に配慮して、危険、有害な仕事はお引き受

|すしヽたしません。

印 ●会員の就業|よ、雇用ではありませんので、万一、事故が

発生した場合は、シルバー保険で対応しヽたします。

●契約代金の内訳は賃金や給与ではありませんので、代金

は外注費、委託費でお支払しヽください。

★小争各育望李ⅢⅢつ―有は…

原則として60歳 以上で、健康で働く意欲があり、センターの趣旨に賛同して入会

説明を受け、入会申込書を提出した人。(理事会の入会承認が必要です。)

八 会 説 B日 会

●毎週火曜日            ● 毎月第2・ 第4金 曜日

午前10時 より            午 前10時 より

本庄市シルバー人材センター     児 玉文化会館 (セルディ)

〒367-0062 本 庄市小島南1-8-4  〒 367-0216 本 庄市児玉町728-2

※お問い合わせは本庄市シルバー人材センター60495-23-1356ヘ
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植ホの剪建・降車・清掃作業などの

ボランティア活動

市民プラザ跡地

小山川河川敷
(千本桜まつり会場)

摯
騒

量

居

運

議
霊

が
一挙

慾

鹸

屈

繊

餞

癌

届

喰
墜

香

簿

争舜韓蔑

曇

鬱

「福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
か
ら
　
　
区
で
は
、

原
発
事
故
か
ら
１
年
近
く
に

２０

ロ
キ
席
圏
内
に
あ
る
南
相
馬
市
小
高
　
　
わ
た
っ
て
、

住
民
の
立
ち
入
り
が
厳
し

く
制
限
さ
れ
て
、

現
在
は
警
戒
区
域
の

指
定
が
解
除
さ
れ
た
も
の
の
、

肝
心
の

復
興
は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
い
状
況

で
す
。

」
と
語
る
菊
池

一
三
さ
ん
。

娘
さ
ん
夫
婦
が
本
庄
市
内
の
マ
ン

シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
た
た
め
、

震
災
の

４
日
後
の
３
月
１５
日
、

頼

っ
て
転
が
り

込
ん
だ
状
況
だ

っ
た
。

そ
の
後
、

現
在

本
庄
祇
園
ま
つ
り
を

一
週
間
後
に
控

え
た
７
月
６
日
の
早
朝
、

市
民
プ
ラ
ザ

跡
地
に
会
員
５７
名
が
集
合
。

清
掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、

会
員
の
技
術

・
経
験

を
生
か
し
、

地
域
に
貢
献
す
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
存
在
、

認
知
度

と
信
頼
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
行
っ
て
い
る
恒
例
行
事
で
す
。

こ
の
日
は
朝
か
ら
気
温
が
グ
ン
グ
ン

上
昇
と
あ
っ
て
、

参
加
し
た
皆
さ
ん
は

全
身
汗
び

っ
し
ょ
り
。

約
２
時
間
を
か

け
、

植
木
の
剪
定
、

除
草

・
清
掃
作
業

を
手
分
け
し
て
行
い
ま
し
た
。

見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
っ
た
ま

つ
り
の
メ
イ
ン
会
場
を
見
回
し
て
、

会

員
自
身
が
自
主
的
に
こ
の
よ
う
な
奉
仕

活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、

地
域
に
訴

え
か
け
、

シ
ル
バ
ー
事
業
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
こ
と
の
必
要
性
を
再
認
識
す
る

一

日
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、

去
る
３
月
１６
日

「こ
だ
ま
千

本
桜
ま
つ
り
」
に
先
が
け
、

△
ズ
場
と
な
っ

た
小
山
川
河
川
敷
に
８０
名
の
会
員
が
集

合
。

空
き
缶

・
ビ
ン
拾
い
な
ど
の
清
掃

奉
仕
活
動
を
実
施
し
、

心
地
良
い
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
奉
仕
活
動
も
「千
本
桜
ま
つ
り
」

に
見
え
た
お
客
様
が
気
持
ち
よ
く
見
物

の
ア
パ
ー
ト
に
移
り
住
ん
で
、

親
子
３

人
で
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
。

南
相
馬
市
は
、

平
成
１８
年
１
月
１
日
、

旧
原
町
市
、

旧
鹿
島
町
、

旧
小
高
町
の

１
市
２
町
が
合
併
し
て
誕
生
。

位
置
は

福
島
県
浜
通
り
で
太
平
洋
に
面
し
、

面

積
は
３
９
８
．

５
平
方
ｋｍ
。

毎
年
７
月
下
旬
、

甲
曽
に
身
を
固
め

た
５
０
０
余
騎
の
騎
馬
武
者
が
腰
に
太

刀
、

背
に
旗
指
物
を
着
け
疾
走
す
る
勇

壮
な
戦
国
絵
巻
を
繰
り
広
げ
る

「相
馬

野
馬
追
」
は
、
１
０
０
０
年
以
上
の
歴

史
が
あ
り
、

全
国
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

で
き
る
よ
う
に
と
、

合
併
後
毎
年
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

な
お
、

４
月
７
日
に
予
定
さ
れ
て
い

ま
し
た
千
本
桜
ま
つ
り
は
、

天
候
不
順

に
よ
り
あ
い
に
く
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、

桜
見
物
に
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、

見

事
に
咲
き
誇
る
千
本
桜
を
見
て
歓
声
を

上
げ
て
い
ま
し
た
。

菊
池
さ
ん
は
昨
年
の
４
月
か
ら
本
庄

市
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

ヘ
登
録

し
、

会
員
仲
間
と

一
緒
に
忙
し
い
除
車

作
業
に
追
わ
れ
る
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
曳

「原
発
事
故
以
前
の
平
穏
な
生
活
を

取
り
戻
す
見
通
し
は
立

っ
て
い
ま
せ
ん

が
、

小
学
生
の
頃
か
ら
親
し
ん
で
き
た

民
謡
を
、

地
元
の
野
山
に
囲
ま
れ
た
環

境
の
中
で
、

自
慢
の
の
ど
を
披
露
し
た

い
。

」
と
、

突
顔
で
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

曲
日
は
や

っ
ぱ
り
地
元
の

「相
馬
流

山
」
。
「相
馬
盆
歌
」
・
「新
相
馬
節
」
の

よ
う
で
す
。

除車作業に精を出す会員

大勢の会員ボランティアの前であいさつする吉田理事長
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合
劉
国
裂
撃
盆
肪
ラ
ツ
サ発
部
招
し
て

～
地
域
の
人
々
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
提
え

も
て
な
し
の
は
を
養
う接

遺
研
修
云

お
客
さ
ま
の
満
足
は

「ど
う
す
れ
ば

お
客
さ
ま
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
か
」
が

出
発
点
。

２
月
２７
日

・
２８
日
、

３
月
２９
日
、

勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
な
ど
を
会
場
に
外
部

講
師

（附
イ
ン
ソ
ー
ス
柳
沢
恵
美
先
生
）

を
招
き

「接
遇
研
修
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
し
て
仕
事
の
出
来
具
合
を
満

足
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
で
す
が
、

さ
ら
に
会
員
の
接
遇
態

度
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向

上
を
図

っ
て
い
く
こ
と
が
、

新
た
な
就

業
機
会
の
向
上
に
つ
な
が

っ
て
い
く
も

の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

事
業
部
会

（進

藤
弘
会
長
）
が
開
催
し
た
も
の
で
、

参

加
者
は
３
日
間
で
計
１
７
６
名
。

関
心

の
高
さ
が
伺
え
る
研
修
会
で
し
た
。

参
加
し
た
会
員
た
ち
は
、

基
本
的
マ

ナ
ー

（あ
い
さ
つ
・
表
情

・
話
し
方
な

ど
▼

言
口
葉
遣
い

・
電
話
対
応
な
ど
、

に
こ
や
か
で
明
る
い
表
情
で
実
践
し
、

明
日
か
ら
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
実
り

あ
る
接
遇
研
修
会
で
し
た
。

運
転
技
術
の
再
点
横

―
―
―

賓
豊
運
転
需
習
云

シ
ル
バ
ー
会
員
は
安
全
運
転
を
心
が

け
ま
す
。

１
月
１７
日
、

本
庄
自
動
車
学
校
に
お

い
て

「交
通
安
全
講
習
会
」
（シ
ル
バ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
ド

ッ
ク
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
自
動
車
運
転
免

許
証
を
所
持
し
て
い
る
方
た
ち
で
あ

り
、

就
業
中
は
も
と
よ
り
、

就
業
途
上

の
交
通
事
故
を
絶
対
な
く
そ
う
と
毎
年

開
い
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
、

受
講
し
た
シ
ル
バ
ー
会
員

は
５２
名
。

教
習
所
の
コ
ー
ス
を
利
用
し
、

教
官
か
ら
運
転
の
適
正
や
運
転
の
ク
セ

な
ど
チ

ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

運
転
技
術
の
再
点
検
を
し
て
い
ま
し
た
。

い
ざ
と
い
う
晴
、

清
静
に
行
動

―
―
―

救
命
請
習
云

日
常
生
活
の
中
で
、

何
の
前
触
れ
も

な
く
突
然
訪
れ
る
病
気
や
ケ
ガ
、

こ
の

よ
う
な
と
き
そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
が

で
き
る
こ
と
は
何
か
。

安
全
委
員
会

径
れ
井
国
重
会
長
）
で
は
、

最
前
線
で
活
躍
し
て
い
る
郡
市
広
域
消

防
本
部
南
分
署
の
救
命
士
の
方
た
ち
を

講
師
に
招
い
て
、

救
命
講
習
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
受
講
生
は
会
員

５６
名
、

一
般
参
加
市
民
８
名
の
計
６４
名
。

い
ざ
と
い
う
時
に
冷
静
に
行
動
で
き

る
も
の
な
の
か
、

救
急
車
が
到
着
す
る

ま
で
に
ど
う
い
う
処
置
を
し
た
ら
よ
い

の
か
な
ど
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

実

際
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
使

っ
て
の
講
習
内
容
で
、
１
１
９
番

通
報
す
る
人
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
持

っ
て
く
る

人
、

人
形
を
使

っ
て
心
肺
蘇
生
を
す
る

人
、

大
声
で
応
援
を
呼
ん
だ
り
、

人
口

呼

吸
、

Ａ

Ｅ

Ｄ
を
使

っ
て

の
電

気

シ
ョ
ッ
ク
な
ど
、

受
講
者
は
講
師
の
説

明
を
聞
き
な
が
ら
、

真
剣
そ
の
も
の
表

情
で
実
践
し
て
い
ま
し
た
。

ゴ

翻

際

ド

「
赤
々
と
日
は
つ
れ
な
く
も
秋
の
風
」
（手巴
穫
じ

こ
の
句
の
よ
う
に
残
暑
厳
し
い
折
で

す
が
、

さ
す
が
に
風
だ
け
は
秋
の
気
配

を
感
じ
さ
せ
る
こ
の
頃
で
す
。

「シ
ル
バ
１
３７
号
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

情
報

・
感
想

・
ご
意
見
な
ど
、

お
気

軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
に
読

ん
で
い
た
だ
き
、

親
し
ま
れ
る
広
報
誌

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

さ
て
、

来
る
１０
月
６
日
働
、

中
央
公

民
館
に
お
い
て
、

日
ご
ろ
の
私
た
ち
の

仕
事
の
内
容
や
事
業
活
動
を
紹
介
す
る

「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
の

で
、

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

熱心に受講する会員の皆さん

教習所のコースで運転技術の再点検

AttDを 使用し、心肺蘇生法を学ぶ

368 1141482

34811141462


